






































ことから，このツールを適用して TAT の量的分析も行う。 
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伝統的な内容分析と併用した（第 2 章）。その研究成果は研究 1～3 として論述された。 
対象者は性非行少年 27 名のほかに、対照群として暴力非行少年 25 名、20 歳未満で非
行歴のない男子大学生 25 名であった。TAT は性非行の心理分析に適しているとされる
図版 10 枚が使用された。非行少年に対しては筆者と同僚の法務技官が少年鑑別所内にお
いて実施し、大学生に対しては筆者が大学内において実施した。




係に問題のあることも示唆された（第 3 章）。  
研究 2 では、性犯罪行為可能性尺度を使って、本研究の対象者である大学生の中で性
犯罪の可能性が高いと思われる者 4 名を同定した。しかし、彼らの TAT 反応に顕著な特
徴は見出されなかった（第 4 章）。 
研究 3 においては、対象者である性非行少年の中から典型的な性非行様態を示す 5 事
例を取り上げ、TAT の内容分析を試みた。情報分析枠による反応の整理結果と研究 1 で
得られた量的分析結果から、性非行少年には問題回避的姿勢が見られた。人間関係での
交流が全般的に乏しいなかで、父親とはとりわけ心理的距離が遠く、反面、母親による
保護への依存がうかがわれた（第 5 章）。 
最終章（第 6 章）では、以上の研究結果を先行研究の知見と比較しながら性非行少年
の心理的特徴を論じた。挫折や失敗に遭遇しても自尊感情が揺るがないという一見健全
と思える彼らの特性は、他の反応と照らし合わせると、他責性や依存性を反映するもの
と解釈された。これを含め、母親からの心理的自立の遅れや孤立性など、対人関係にお
ける成熟度の低さが性非行の背景にあると推論された。こうした分析を踏まえて筆者は、
性非行少年に対する処遇指針として、問題解決能力の向上、課題との直面、対人スキル
の育成、家族関係の調整などを上げている。
本論文は、臨床投映法検査である TAT を使って性非行少年の内的世界に関する質的・
量的データを収集・分析し、性非行の背後にある心理的特性を明らかにし、これを通じ
て彼らに対する処遇の在り方を検討したものである。その成果は学術面だけでなく矯正
指導という実践面においても大きく貢献するものと思われる。よって、本論文の提出者
は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を持つものと判断される。 
